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●
中
国
の
「
経
済
外
交
」

高
度
経
済
成
長
を
続
け
る
中
国
は
、
北
朝
鮮
の

核
問
題
を
め
ぐ
る
六
カ
国
協
議
の
議
長
役
を
務
め
、

ま
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
自
由
貿
易
協
定
を
締
結
し
て

周
辺
諸
国
へ
の
影
響
力
を
強
め
る
姿
勢
を
見
せ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
近
年
、
東
ア
ジ
ア

地
域
に
お
け
る
「
中
国
の
台
頭
」
が
叫
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

中
国
の
対
外
政
策
に
つ
い
て
は
様
々
な
側
面
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
「
資
源
外
交
」、

「
文
化
外
交
」、「
政
党
外
交
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
が
、
特
に
改
革
開
放
政
策
が
始
ま
っ
て
以
来
、

外
交
領
域
で
も
経
済
面
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
く

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
経
済
外

交
」
と
い
う
定
義
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
経
済
と

外
交
の
関
係
に
つ
い
て
、
中
国
で
は
近
代
化
の
実

現
と
い
う
国
家
目
標
に
向
け
た
外
資
の
導
入
と
貿

易
の
促
進
が
重
視
さ
れ
、
そ
れ
を
促
す
対
外
関
係

を
整
備
す
る
政
策
が
取
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
一
九
八
六
年
、
中
国
は
世
界
貿
易
の

国
際
的
枠
組
で
あ
る
関
税
と
貿
易
に
関
す
る
一
般

協
定
（
ガ
ッ
ト
）
へ
の
参
加
を
表
明
し
て
以
降
協

議
を
重
ね
、
最
終
的
に
二
○
○
一
年
一
二
月
に
Ｗ

Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
へ
の
加
盟
が
達
成
さ
れ

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。　

本
稿
で
は
、
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
め
ぐ
る
日

本
と
中
国
の
二
国
間
協
議
を
取
り
上
げ
、
そ
の
過

程
に
表
れ
た
参
加
者
の
う
ち
、
協
議
に
関
与
し
た

ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
中
国
国
務
院
（
中
央
政
府
）

内
組
織
の
役
割
を
分
析
す
る
。
分
析
で
は
、
対
外

政
策
に
直
接
関
わ
る
組
織
で
あ
る
対
外
貿
易
経
済

合
作
部
（
二
○
○
三
年
三
月
の
国
務
院
改
組
に
よ

り
商
務
部
。
部
は
日
本
の
内
閣
の
省
庁
に
相
当
）

と
外
交
部
に
焦
点
を
当
て
る
。

●
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
至
る
過
程

一
九
八
六
年
七
月
、
中
国
政
府
代
表
は
ガ
ッ
ト

事
務
局
長
に
「
締
約
国
と
し
て
の
地
位
の
回
復
」

を
求
め
る
申
請
書
を
提
出
し
た
（
ガ
ッ
ト
は
国
際

組
織
の
形
態
を
備
え
て
い
な
い
た
め
、
参
加
国
は

締
約
国
と
呼
ば
れ
る
）。
こ
の
と
き
中
国
が
加
盟

で
は
な
く
「
地
位
の
回
復
」
を
申
請
し
た
の
は
、

中
華
人
民
共
和
国
成
立
前
の
一
九
四
八
年
五
月
に
、

中
国
国
民
党
政
府
の
中
華
民
国
が
ガ
ッ
ト
の
正
式

締
約
国
と
な
っ
た
が
、
一
九
五
○
年
三
月
に
は
中

華
民
国
が
脱
退
を
申
請
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
を

無
効
と
す
る
立
場
を
取
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
参
加
の
名
称
問
題
は
ガ
ッ
ト
側
に
よ
っ
て
柔

軟
に
取
り
扱
わ
れ
、
一
九
八
七
年
三
月
「
中
国
の

締
約
国
と
し
て
の
地
位
に
関
す
る
作
業
部
会
」（
中

国
作
業
部
会
）
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
中
国

の
ガ
ッ
ト
加
盟
協
議
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
過
程
は
け
し
て
平
坦
で
は
な
く
、
む
し
ろ
国

際
情
勢
の
影
響
も
受
け
て
非
常
に
長
期
化
し
た
。

一
九
八
九
年
六
月
に
天
安
門
事
件
が
発
生
し
、
中

国
は
人
権
問
題
で
国
際
的
な
非
難
を
浴
び
た
こ
と

か
ら
、
ガ
ッ
ト
加
盟
の
協
議
も
約
二
年
間
中
断
し

た
。
一
九
九
四
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
と
加
盟

交
渉
が
盛
ん
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
も
の
の
最
終
合

意
に
は
至
ら
ず
、
国
際
貿
易
に
関
す
る
包
括
的
な

国
際
組
織
と
し
て
一
九
九
五
年
一
月
に
発
足
し
た

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
原
加
盟
国
に
中
国
は
な
れ
な
か
っ
た
。

結
局
、
ガ
ッ
ト
組
織
が
存
続
し
た
一
九
九
五
年
中

に
も
交
渉
は
妥
結
し
な
か
っ
た
た
め
、
同
年
一
二

月
に
中
国
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
申
請
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
伴
い
、
ガ
ッ
ト
の
中
国
作
業
部
会
は
「
中

国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
関
す
る
作
業
部
会
」
へ
と
名

称
が
変
更
さ
れ
た
。

ガ
ッ
ト
へ
の
加
盟
協
議
は
大
き
く
二
つ
か
ら
な

る
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
つ
い
て
も
ガ
ッ
ト
と
同
様
）。

ひ
と
つ
は
、
中
国
作
業
部
会
メ
ン
バ
ー
が
一
堂
に

中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
め
ぐ
る
日
中
二
国
間
協
議
と
政
府
内
組
織
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会
し
て
中
国
の
貿
易
制
度
や
措
置
に
つ
い
て
討
議

す
る
多
国
間
協
議
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
協
議

を
申
し
出
た
加
盟
国
と
中
国
が
市
場
ア
ク
セ
ス
面

を
中
心
に
個
別
交
渉
す
る
二
国
間
協
議
で
あ
る
。

ま
ず
、
多
国
間
協
議
は
ガ
ッ
ト
の
中
国
作
業
部
会

と
し
て
計
二
○
回
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ

加
盟
の
中
国
作
業
部
会
と
し
て
は
、
一
九
九
六
年

三
月
以
降
計
一
八
回
の
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。
中

国
作
業
部
会
の
最
終
的
な
メ
ン
バ
ー
は
六
三
の
国

・
地
域
・
組
織
で
あ
る
。
次
に
、
二
国
間
協
議
は
、

日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
三
七
の
国
・
組
織

と
の
間
で
行
わ
れ
た
。
ガ
ッ
ト
加
盟
に
関
す
る
二

国
間
協
議
は
多
国
間
協
議
と
同
時
進
行
で
行
わ
れ

る
の
が
通
常
だ
が
、
中
国
は
計
画
経
済
体
制
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
中
国
作
業
部
会
に
お
い
て
中
国
貿

易
体
制
へ
の
審
査
作
業
が
行
わ
れ
た
後
、
一
九
九

二
年
に
入
っ
て
か
ら
、
加
入
議
定
書
の
内
容
に
関

す
る
協
議
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
各
二
国
間
協
議

の
開
催
時
期
や
協
議
事
項
な
ど
は
協
議
相
手
に
よ

っ
て
異
な
る
。
中
国
の
二
国
間
協
議
は
、
一
九
九

七
年
五
月
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
合
意
文
書
に
署
名

さ
れ
た
の
が
最
初
の
妥
結
と
な
り
、
二
○
○
一
年

九
月
に
メ
キ
シ
コ
と
の
間
で
合
意
・
署
名
さ
れ
た

こ
と
で
全
て
終
了
し
た
。

二
国
間
協
議
が
終
了
す
る
と
、
多
国
間
協
議
の

場
で
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
文
書
が
審
議
さ
れ
た
。

加
盟
文
書
は
加
盟
議
定
書
お
よ
び
議
定
書
附
属
書
、

加
盟
作
業
部
会
報
告
書
の
三
つ
か
ら
な
り
、
二
○

○
一
年
九
月
の
中
国
作
業
部
会
で
採
択
さ
れ
た
後
、

同
年
一
一
月
一
○
日
、
ド
ー
ハ
で
開
催
さ
れ
た
第

四
回
Ｗ
Ｔ
Ｏ
閣
僚
会
議
に
お
い
て
加
盟
が
承
認
さ

れ
た
。
そ
の
翌
日
、
批
准
書
が
提
出
さ
れ
、
三
○

日
後
の
一
二
月
一
一
日
に
中
国
は
正
式
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ

の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

●
中
国
の
ガ
ッ
ト
／
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
め

ぐ
る
日
中
二
国
間
協
議
の
過
程

日
中
二
国
間
協
議
の
過
程
は
内
容
的
に
大
き
く

三
つ
の
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
期

は
一
九
九
三
年
二
月
か
ら
一
九
九
四
年
一
二
月
ま

で
、
第
二
期
は
一
九
九
五
年
一
月
か
ら
一
九
九
七

年
九
月
ま
で
、
そ
し
て
第
三
期
は
一
九
九
七
年
九

月
か
ら
一
九
九
九
年
七
月
ま
で
で
あ
る
。

第
一
期
は
、
中
国
が
ガ
ッ
ト
加
盟
を
目
指
し
て

日
中
二
国
間
協
議
を
始
め
て
か
ら
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
発
足

す
る
ま
で
で
あ
る
。
日
中
二
国
間
協
議
は
一
九
九

三
年
二
月
に
開
か
れ
た
日
中
貿
易
混
合
委
員
会
で

そ
の
開
始
が
合
意
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
の
争
点
は

主
に
関
税
の
引
き
下
げ
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
一

九
九
四
年
一
二
月
の
協
議
で
は
、
日
本
側
は
自
動

車
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
製
品
、
化
学
品
、
繊
維

製
品
、
鉄
な
ど
に
対
す
る
関
税
引
き
下
げ
を
強
く

求
め
、
中
国
側
が
こ
れ
に
難
色
を
示
す
と
い
う
構

図
が
見
ら
れ
た
。
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
市
場
開
放
も

論
点
に
上
が
っ
て
は
い
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
関
税

引
き
下
げ
の
交
渉
の
方
が
先
行
し
て
い
た
。

第
二
期
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
発
足
し
て
か
ら
物
品

（
モ
ノ
）
に
関
す
る
部
分
合
意
が
得
ら
れ
る
ま
で

で
あ
る
。
一
九
九
五
年
中
の
ガ
ッ
ト
加
盟
協
議
で

合
意
達
成
が
な
ら
ず
、
一
九
九
六
年
に
入
っ
て
か

ら
も
協
議
が
低
調
な
中
、
日
中
二
国
間
協
議
の
進

展
へ
の
具
体
的
な
道
筋
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

一
九
九
六
年
一
一
月
に
開
か
れ
た
日
中
首
脳
会
談

に
お
い
て
で
あ
り
、
一
九
九
七
年
に
は
協
議
が
様

々
な
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
関

税
引
き
下
げ
に
加
え
て
、
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
市
場

開
放
や
非
関
税
障
壁
の
撤
廃
も
主
要
な
争
点
と
な

っ
た
。
例
え
ば
一
九
九
七
年
七
月
の
協
議
で
は
、

日
本
側
が
工
業
品
二
八
七
品
目
と
農
産
物
一
二
○

品
目
の
関
税
引
き
下
げ
、
お
よ
び
輸
入
数
量
撤
廃

時
期
に
対
す
る
中
国
側
の
回
答
を
求
め
て
い
る
。

ま
た
同
年
九
月
の
協
議
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
分
野
の

自
由
化
に
関
す
る
中
国
の
対
応
策
が
協
議
の
焦
点

と
な
っ
た
。
協
議
の
結
果
、
一
九
九
七
年
九
月
四

日
に
日
中
二
国
間
協
議
に
関
す
る
共
同
声
明
が
発

表
さ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
は
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
関

し
て
は
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
モ
ノ
の
み
に

つ
い
て
の
部
分
合
意
で
あ
っ
た
。
こ
の
合
意
発
表

は
橋
本
龍
太
郎
首
相
に
よ
る
中
国
訪
問
の
開
始
当

日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
三
期
は
、
モ
ノ
に
関
す
る
部
分
合
意
か
ら
全

面
合
意
に
至
る
ま
で
で
あ
る
。
部
分
合
意
後
、
サ

ー
ビ
ス
分
野
で
の
合
意
に
向
け
た
協
議
が
続
け
ら

れ
た
が
、
す
ぐ
に
合
意
に
達
す
る
こ
と
は
な
く
、

一
九
九
七
年
一
一
月
一
一
日
、
李
鵬
総
理
訪
日
に

合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
日
中
共
同
発
表
で
は
「
大
き

な
進
展
が
見
ら
れ
た
」
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
る
に

と
ど
ま
っ
た
。
第
三
期
の
争
点
は
サ
ー
ビ
ス
分
野

で
の
市
場
開
放
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
前
記
の
日

中
共
同
発
表
に
は
「
こ
の
数
カ
月
間
、
流
通
サ
ー

ビ
ス
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
、

運
輸
サ
ー
ビ
ス
、
建
設
及
び
不
動
産
サ
ー
ビ
ス
、

会
計
サ
ー
ビ
ス
、
法
律
サ
ー
ビ
ス
等
の
日
本
側
の
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関
心
分
野
を
含

む
サ
ー
ビ
ス
貿

易
の
分
野
に
お

け
る
中
国
側
の

文
書
に
よ
る
オ

フ
ァ
ー
に
つ
い

て
、
広
範
囲
な

か
つ
詳
細
に
わ

た
る
二
国
間
協

議
を
行
っ
た
」

と
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
一

九
九
九
年
六
月

の
協
議
に
お
い

て
日
中
間
で
意

見
の
隔
た
り
が

あ
っ
た
の
は
電

気
通
信
、
流
通

や
建
設
の
分
野

で
あ
っ
た
こ
と

が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
一
九
九

八
年
中
は
多
国

間
協
議
が
停
滞

し
た
こ
と
も
あ

り
、
日
中
二
国

間
協
議
に
進
展

は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
一
九
九

九
年
に
入
る
と
、

同
年
七
月
に
予

定
さ
れ
て
い
た
小
渕
恵
三
首
相
訪
中
ま
で
の
合
意

を
目
指
し
て
二
国
間
協
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

日
中
二
国
間
協
議
の
最
終
段
階
で
は
特
に
電
気
通

信
分
野
で
の
市
場
開
放
に
つ
い
て
交
渉
が
難
航
し

た
た
め
、
一
九
九
九
年
六
月
に
は
担
当
閣
僚
級
会

談
が
実
施
さ
れ
、
妥
結
直
前
に
も
郵
政
相
が
訪
中

し
て
最
終
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
七
月
九

日
の
日
中
首
脳
会
談
に
お
い
て
基
本
合
意
に
達
し

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
共
同
声
明
が
発
表
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
日
中
二
国
間
協
議
は
終
了
し
た
。

●
対
外
貿
易
経
済
合
作
部
と
外
交
部
の

関
与
と
そ
の
根
拠

前
項
で
描
い
た
日
中
二
国
間
協
議
の
う
ち
、
第

二
期
と
第
三
期
に
お
け
る
協
議
・
会
談
へ
の
日
中

双
方
の
参
加
者
を
入
手
で
き
る
範
囲
で
整
理
し
た

の
が
表
１
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
、
協
議
の
レ
ベ

ル
は
課
長
級
か
ら
閣
僚
級
ま
で
に
渡
り
、
お
お
む

ね
双
方
の
主
管
部
門
か
ら
の
参
加
者
の
間
で
協
議

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
と
と
も

に
、
対
外
貿
易
経
済
合
作
部
か
ら
の
参
加
者
が
比

較
的
多
い
と
い
え
る
。
特
に
次
官
級
協
議
で
は
、

龍
永
図
・
対
外
貿
易
経
済
合
作
部
副
部
長
が
幾
度

も
中
国
交
渉
団
長
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
ガ
ッ
ト
／
Ｗ
Ｔ
Ｏ
へ
の
加
盟
交
渉
の
中
国
側

首
席
交
渉
代
表
は
対
外
貿
易
経
済
合
作
部
副
部
長

級
の
職
位
を
兼
務
し
て
お
り
、
一
九
九
四
年
か
ら

二
○
○
一
年
ま
で
龍
永
図
が
務
め
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
こ
で
、
中
国
の
加
盟
が
承
認
さ
れ
た
第

四
回
Ｗ
Ｔ
Ｏ
閣
僚
会
議
へ
の
中
国
代
表
団
名
簿
を

見
る
と
、
対
外
貿
易
経
済
合
作
部
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟

関
係
部
門
か
ら
一
九
人
、
同
部
の
二
国
間
関
係
に

関
わ
る
部
門
か
ら
五
人
が
参
加
し
て
い
る
が
、
国

務
院
内
の
そ
れ
以
外
の
組
織
で
は
、
外
交
部
な
ど

九
つ
の
組
織
か
ら
一
名
ず
つ
代
表
が
参
加
し
て
い

る
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
対
外
貿
易
経
済
合

作
部
か
ら
の
参
加
者
が
圧
倒
的
に
多
く
、
外
交
部

か
ら
の
参
加
者
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。
ガ
ッ
ト
／
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
関

す
る
外
交
交
渉
で
対
外
貿
易
経
済
合
作
部
が
外
交

部
よ
り
も
相
対
的
に
か
な
り
大
き
な
関
与
を
し
た

根
拠
と
し
て
、
職
責
の
相
違
、
役
割
分
担
と
い
う

二
つ
の
点
か
ら
の
説
明
が
可
能
で
あ
る
。

第
一
点
は
、
職
責
上
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
関
わ
る
問
題

は
対
外
貿
易
経
済
合
作
部
の
主
管
領
域
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。『
中
央
政
府
組
織
機
構
』
一
九
九

五
年
版
に
は
対
外
貿
易
経
済
合
作
部
と
外
交
部
の

職
責
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
対
外
貿
易
経
済
合
作

部
の
職
責
に
つ
い
て
は
「
国
（
地
域
）
別
の
対
外

経
済
貿
易
政
策
や
、
二
国
間
・
多
国
間
の
対
外
経

済
貿
易
政
策
を
制
定
し
、
組
織
的
に
実
施
す
る
。

我
が
国
政
府
を
代
表
し
て
国
際
経
済
貿
易
の
組
織

と
会
議
に
参
加
し
、
ガ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
の
事

務
に
責
任
を
負
い
、
外
国
政
府
や
関
係
す
る
国
際

機
関
と
の
経
済
貿
易
交
渉
な
ら
び
に
調
印
を
行

う
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
外
交
部

に
つ
い
て
は
「
政
府
中
央
の
多
国
間
外
交
に
関
す

る
方
針
・
政
策
を
徹
底
し
て
執
行
し
、
国
連
の
事

務
お
よ
び
人
権
、
軍
備
管
理
、
世
界
的
・
地
域
的

な
経
済
協
力
な
ど
の
重
大
な
問
題
に
つ
い
て
、
政

府
中
央
に
提
案
を
行
い
、
多
国
間
外
交
事
務
の
処

理
を
行
う
」
と
い
う
職
責
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

実施日 協議・会談のレベル 主な日本側参加者 主な中国側参加者
1997年6月9日 閣僚級会談 佐藤信二・通産相 呉儀・対外貿易経済合作部長
1997年7月4日 閣僚級会談 佐藤信二・通産相 陳邦柱・国内貿易部長
1997年8月27～29日｜ 横田淳・外務省経済局参事官（団

長）ら
龍永図・対外貿易経済合作部副部長
（団長）ら

1997年9月2～3日 ｜ 横田淳・外務省経済局参事官（団
長）ら

龍永図・対外貿易経済合作部副部長
（団長）ら

1997年9月27日 閣僚級会談 堀内光雄・通産相 呉儀・対外貿易経済合作部長
1999年5月20～21日｜ 横田淳・外務省経済局審議官（団

長）ら
龍永図・対外貿易経済合作部副部長
（団長）ら

1999年6月10日 閣僚級会談 野田聖子・郵政相 呉基伝・信息産業部長
1999年6月17～18日 課長級協議 高瀬寧・外務省経済局サービス貿易

室長（団長）ら
易小準・対外貿易経済合作部国際経
貿関係司副司長（団長）ら

1999年6月22～23日 次官級協議 原口幸市・外務審議官ら 龍永図・対外貿易経済合作部副部長
（団長）ら

1999年6月28日 閣僚級会談 与謝野馨・通産相 龍永図・対外貿易経済合作部副部長
1999年7月5～8日 次官級協議 原口幸市・外務審議官、荒井寿光・

通産審議官ら
龍永図・対外貿易経済合作部副部長
（団長）ら

1999年7月8日 閣僚級協議 高村正彦・外相
野田聖子・郵政相

石広生・対外貿易経済合作部長

表１　主な日中二国間協議・会談への参加者

（出所）各種報道・資料から筆者作成。
（注）　協議レベルが明確でない場合は－とした。
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し
た
が
っ
て
、
外
交
部
に
多
国
間
外
交
を
担
当
す

る
職
責
が
あ
る
も
の
の
、
ガ
ッ
ト
に
関
す
る
職
責

が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
対
外
貿
易
経
済
合
作
部
に

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
の
二
国
間
協
議
を
総
括
す
る
権
限
が

あ
る
。

第
二
点
は
、
中
国
国
務
院
内
に
は
、
対
外
政
治

関
係
に
関
わ
る
事
項
は
外
交
部
が
担
当
し
、
対
外

経
済
関
係
に
関
わ
る
事
項
は
対
外
貿
易
経
済
合
作

部
が
担
当
す
る
と
い
う
役
割
分
担
が
存
在
す
る
こ

と
で
あ
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
め
ぐ
る
問
題
は
対
外

経
済
関
係
に
属
す
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
問
題
で
は
対
外
貿
易
経
済
合
作
部
が
総

括
責
任
を
持
ち
、
外
交
部
は
こ
れ
に
協
力
す
る
立

場
に
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
日
中
二
国
間
協
議

に
つ
い
て
「
交
渉
の
場
に
お
い
て
は
、
首
席
交
渉

官
だ
け
で
な
く
、
各
部
門
の
担
当
者
が
参
加
し
、

各
論
に
つ
い
て
は
こ
れ
ら
担
当
者
が
応
答
し
た
」

と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
首
席
交
渉
代
表
以

下
の
対
外
貿
易
経
済
合
作
部
の
担
当
者
は
、
中
国

政
府
内
の
各
組
織
か
ら
出
さ
れ
る
様
々
な
意
見
を

聞
き
、
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
調
整
す
る
立
場
に
あ

っ
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
中
二
国
間
協

議
で
も
、
対
外
貿
易
経
済
合
作
部
か
ら
の
団
員
が

首
席
代
表
を
筆
頭
に
総
括
的
な
役
割
を
果
た
し
、

外
交
部
か
ら
の
団
員
よ
り
も
協
議
に
大
き
く
関
与

し
た
の
で
あ
る
。

●
今
後
の
中
国
対
外
政
策
に
関
わ
る
ア

ク
タ
ー
の
展
望

本
稿
で
は
、
ガ
ッ
ト
へ
の
参
加
申
請
か
ら
一
五

年
余
に
わ
た
る
協
議
の
末
に
達
成
さ
れ
た
中
国
の

Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
を
め
ぐ
る
日
中
二
国
間
協
議
を
事
例

に
挙
げ
て
分
析
し
た
。
こ
の
二
国
間
協
議
で
は
関

税
の
引
き
下
げ
か
ら
次
第
に
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
市

場
開
放
へ
と
争
点
の
比
重
が
移
る
中
、
各
レ
ベ
ル

で
の
協
議
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
部
分
的
に
判

明
し
た
協
議
へ
の
参
加
者
に
第
四
回
Ｗ
Ｔ
Ｏ
閣
僚

会
議
の
中
国
代
表
団
メ
ン
バ
ー
を
加
味
す
る
と
き
、

日
中
二
国
間
協
議
に
お
い
て
対
外
貿
易
経
済
合
作

部
が
相
対
的
に
大
き
な
関
与
を
果
た
し
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
部
は
ガ
ッ
ト
な
ど
国
際
経

済
貿
易
に
関
す
る
組
織
や
会
議
を
総
括
す
る
具
体

的
な
職
責
を
有
し
て
お
り
、
経
済
協
力
も
含
め
た

多
国
間
外
交
へ
関
与
す
る
職
責
も
持
つ
外
交
部
が

こ
の
問
題
で
具
体
的
な
役
割
を
果
た
し
た
形
跡
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
中
国
国
務
院
内
で
は
、
対
外

経
済
問
題
は
対
外
貿
易
経
済
合
作
部
が
担
当
し
、

対
外
政
治
問
題
は
外
交
部
が
担
当
す
る
と
い
う
役

割
分
担
が
存
在
す
る
こ
と
も
根
拠
の
ひ
と
つ
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

近
年
、
市
場
経
済
化
が
進
展
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
へ
の

加
盟
に
よ
っ
て
対
外
開
放
が
一
段
と
深
ま
る
に
つ

れ
、
中
国
の
政
策
課
題
は
ま
す
ま
す
複
雑
化
し
、

国
際
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
、

従
来
の
役
割
分
担
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
イ
シ
ュ

ー
が
浮
上
す
る
可
能
性
が
高
く
、
現
在
の
商
務
部

と
外
交
部
は
部
門
間
の
垣
根
を
越
え
て
協
調
し
た

政
策
対
応
を
迫
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
現

に
、
最
近
行
わ
れ
た
米
中
首
脳
会
談
と
い
う
典
型

的
な
外
交
の
舞
台
に
お
い
て
、
最
大
の
争
点
の
ひ

と
つ
は
経
済
摩
擦
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
、
安
全
保

障
等
の
国
際
政
治
の
問
題
と
貿
易
や
通
貨
等
の
国

際
経
済
の
問
題
が
強
い
関
連
を
持
つ
こ
と
が
見
て

取
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
の
政
策

課
題
の
複
合
化
や
多
様
化
と
と
も
に
、
そ
れ
に
関

わ
る
ア
ク
タ
ー
も
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
構
図
を

示
す
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
ア
ク
タ
ー
の

分
析
枠
組
み
に
も
変
化
が
必
要
と
な
る
と
思
わ
れ

る
。（

え 

び
は
ら　

つ
よ
し
／
富
山
商
船
高
等
専
門

学
校
講
師
）
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